
〇背水堤防工事は、周辺建物等に影響が生じないように安全に
実施していきます。

〇想定外の事象などにより、万が一工事が原因で建物等に損傷が
生じた場合は、原状回復に必要な費用などについて負担させて
頂くことになります。

〇そのため、工事前の建物等の状況を把握する必要があります。

家屋調査について

●家屋調査について

工事による建物等への損傷の有無を確認する資料を
作成するため、工事前に家屋調査を実施するものです。

原状回復：損傷が生じた建物等を従前の状態に修復し、又は復元すること。
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家屋調査について

●家屋調査の手順

①家屋調査の意向確認

②事前家屋調査

矢板・杭圧入工事

③工事完了のお知らせ
・事後家屋調査の意向確認

④事後家屋調査

工事開始前に現在の柱の傾斜、壁・床・基礎等の
ひび割れ状況などを写真や図面及び調書で残します。

工事施工者にて実施します。

⑤費用負担

建物等の損害等の発生の申出があった場合は、工事との
因果関係を確認し、「事後」家屋調査を行います。
（工事完了後、事前家屋調査にて確認されていた損傷状況、
新たに発生した損害の状況調査）
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事前調査と事後調査の結果から、工事の施工に起因すると確認された
場合には費用負担などの対象となります。

矢板・杭圧入工事前

矢板・杭圧入工事完了後

調査後
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家屋調査について

●家屋調査範囲の設定方法について

平瀬川

堤防イメージ図

杭長
約20ｍ

４５度

背水堤防から約２０ｍ

４５度+θ/2
⇒４５度（最大の影響範囲を考慮）

Θ：土質の抵抗値

出典：道路土工仮設構造物工指針
平成１１年３月 社団法人 日本道路協会
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背水堤防

杭の先端
から４５度

調査対象家屋

家屋調査について
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●家屋調査範囲について

家屋調査範囲
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家屋調査について
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●調査会社について

【調査会社】
・アートプランニング株式会社

【その他】
・複数年度に跨って調査を行います。
・次年度以降の調査会社につきましては、
入札で決定次第お知らせ致します。
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計画高水位は堤防や護岸などの設計の基本となる水位
堤防が耐えられる最高の水位

多摩川計画高水位（H.W.L）
堤防高

堤防余裕高

用語の説明

【参考資料】用語の説明

堤防

計画高水位に達した水が波うったり、
流木などがあっても安全なように
堤防の高さに持たせた余裕


